川辺川ダム概要
	１．ダムについて
	名称
	川辺川ダム

	
	河川名
	川辺川

	
	水系名
	球磨川水系

	
	ダムの規模
	総貯水量：１億３３００万立方米

	
	
	堤高：１０７．５㍍

	
	
	

	
	ダム建設の根拠法
	多目的ダム法

	
	建設主体
	建設省

	
	建設目的
	洪水調整

	
	
	流水の正常な機能維持

	
	
	灌漑

	
	
	発電

	２．訴訟について

（複数の訴訟があるときは、いずれについてもお答え下さい。）
	(1)
	裁判所
	熊本地方裁判所

	
	
	事件番号
	平成８年（行ウ）第９号

	
	
	事件名
	国営川辺川土地改良事業変更計画に対する異議申立て棄却決定取消請求事件

	
	
	原告
	８６６名（土地改良事業の対象農家）

	
	
	被告
	農林水産大臣

	
	
	参加人
	流域農民

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	・事業の必要性

	
	
	
	・同意取得手続きの違法性

	
	
	
	・決定の三分の二以上の同意の有無

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	平成１２年９月８日　原告敗訴判決

	
	
	
	

	
	(2)
	裁判所
	福岡高等裁判所

	
	
	事件番号
	

	
	
	事件名
	上記控訴事件

	
	
	原告
	

	
	
	被告
	

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	２００３年５月１６日に勝訴→確定

	
	
	
	

	
	(3)
	裁判所
	（なし）

	
	
	事件番号
	

	
	
	事件名
	

	
	
	原告
	

	
	
	被告
	

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	

	
	
	
	

	３．原告側の体制
	弁　護　団　員
	板井優（団長）、西清次郎（副団長）、松野信夫（副団長）、

	
	
	森徳和（事務局長）、三浦宏之、塩田直司、内川寛、

	
	
	国宗直子、三角恒、奥村恵一郎、寺内大介

	
	
	

	
	
	

	
	原告を支援する学者・専門家の氏名、所属、専門
	松本幡郎（熊本大学元教授、理学博士、地質学）

	
	
	中島熈八郎（熊本県立大学教授、農村計画学）

	
	
	中川義朗（熊本大学　行政法）

	
	
	宮入興一

	
	
	

	４．その他、

特記事項
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


